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ディスカッション・ペーパー 
「○最低限必要な項目」に関する代替候補案について 

今回整理における「○最低限必要な項目」について、XML移行対象取引（予定）の決済電
文上に代替可能と思われる項目が存在するため、EDI情報欄への記載不要と考えられる項目
が存在します。 
 

これらの項目について、金融EDI情報欄への記載を不要と整理することで、支払企業における
入力作業の省力化（二重入力の回避）や、会計システム・ネットワーク等への負荷軽減が図
れるものと思われます。 
 

今回整理案とXML移行対象取引上の項目名（代替候補案）を下表に示します。 

<1> 

○最低限必要な項目 
（今回整理案） 

XML電文移行対象取引（代替候補案） 
総合振込 振込入金通知 入出金取引明細 

項
目
名 

受取人企業名 受取人名 口座名 口座名 
支払人企業名 振込依頼人名 振込依頼人名 振込依頼人名 
支払合計金額 振込金額 金額 取引金額 
支払日時 取組日 勘定日、起算日 勘定日、預入・払出日 

【今回整理案とXML移行対象取引上の項目名（代替項目案）】 

※ 「○IT化推進による事務合理化に必要と思われる項目」および「○利用可能とすべき項目」については、
代替可能な項目の候補は存在しませんでした。 

資料４ 
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ディスカッション・ペーパー 
決済電文の構造（イメージ）について ①総合振込（Pain）の例 

決済電文の構造は、下記のような階層構造となっています（総合振込（Pain）の例）。 
2014年度に実施した共同実証においては、 「○最低限必要な項目」 について、EDI情報欄以外の決済
電文（仕向情報、被仕向情報）上に、既に代替可能と思われる項目がいくつか存在していました。 

【仕向情報】 
   
 
   
                ・・等 

<2> 

【被仕向情報】 
  
 
               
               ・・等 

【被仕向情報】 

【被仕向情報】 

【EDI情報欄】 

【EDI情報欄】 

【EDI情報欄】 

【EDI情報欄】 

【EDI情報欄】 

【仕向情報】は、1つ
の決済電文に1つの
構造となります。 

・
・ 

・
・
・ 

【被仕向情報】は、1つの決済電文に複数
記述することが可能です。 
※振込元口座が異なる振込情報は、同
一のPain電文には記述できません。 

これら全体で1つの決済電文（総合振込／ISO20022_Pain）となります。 

【EDI情報欄】 
 業界区分 
 データ区分 
 支払通知番号 
 支払通知発行日 
 請求書番号 
 
 
 
 
 
 
 
 
 支払人企業法人コード  ・・等  

振込依頼人名 

取組日 

受取人名 

振込金額 

受取人企業名 

支払人企業名 

支払合計金額 

支払日時 

EDI情報欄以外の決済電文内容（総合振込（全銀フォーマット）との
マッピング等）は、今後銀行界で検討が進められるものと存じております。 

EDI情報欄に設定する商流情報
の内容が本検討会議の検討対象 

※ EDI情報欄以外の項目に、既に代替
可能と思われる項目が存在する 

【EDI情報欄】は、1つ
の【被仕向情報】に対
して複数記述すること
が可能です。 

管理上利用
する項目 

最低限必要
な項目 
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ディスカッション・ペーパー 
決済電文の構造（イメージ）について ②振込入金通知（Camt）の例 

決済電文の構造は、下記のような階層構造となっています（振込入金通知（Camt）の例）。 
2014年度に実施した共同実証においては、 「○最低限必要な項目」 について、EDI情報欄以外の決済
電文（被仕向情報、仕向情報）上に、既に代替可能と思われる項目がいくつか存在していました。 

【被仕向情報】 
   
 
   
                ・・等 

<3> 

【仕向情報】 
  
 
 
 
 
               
               ・・等 

【仕向情報】 

【仕向情報】 

【EDI情報欄】 

【EDI情報欄】 

【EDI情報欄】 

【EDI情報欄】 

【EDI情報欄】 

【被仕向情報】は、1
つの決済電文に1つ
の構造となります。 

・
・ 

・
・
・ 

【仕向情報】は、1つの決済電文に複
数（入出金の件数分）付与されます。 

【EDI情報欄】 
 業界区分 
 データ区分 
 支払通知番号 
 支払通知発行日 
 請求書番号 
 
 
 
 
 
 
 
 
 支払人企業法人コード  ・・等  

振込依頼人名 

勘定日、起算日 

口座名 金額 

受取人企業名 

支払人企業名 

支払合計金額 

支払日時 

EDI情報欄以外の決済電文内容（総合振込（全銀フォーマット）との
マッピング等）は、今後銀行界で検討が進められるものと存じております。 

EDI情報欄に設定する商流情報
の内容が本検討会議の検討対象 

※ EDI情報欄以外の項目に、既に代替
可能と思われる項目が存在する 

【EDI情報欄】は、1つ
の【仕向情報】対して
支払企業が設定した
件数分付与されます。 

これら全体で1つの決済電文（振込入金通知／ISO20022_Camt）となります。 

管理上利用
する項目 

最低限必要
な項目 
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【被仕向情報】 
   
 
   
                ・・等 

<4> 

【仕向情報】 
  
 
 
 
 
               
                  ・・等 

【仕向情報】 

【仕向情報】 

【EDI情報欄】 

【EDI情報欄】 

【EDI情報欄】 

【EDI情報欄】 

【EDI情報欄】 

【被仕向情報】は、1
つの決済電文に1つ
の構造となります。 

・
・ 

・
・
・ 

【仕向情報】は、1つの決済電文に複
数（入出金の件数分）付与されます。 

【EDI情報欄】 
 業界区分 
 データ区分 
 支払通知番号 
 支払通知発行日 
 請求書番号 
 
 
 
 
 
 
 
 
 支払人企業法人コード  ・・等  

振込依頼人名 

勘定日、預入・払出日 

口座名 取引金額 

受取人企業名 

支払人企業名 

支払合計金額 

支払日時 

EDI情報欄以外の決済電文内容（総合振込（全銀フォーマット）との
マッピング等）は、今後銀行界で検討が進められるものと存じております。 

EDI情報欄に設定する商流情報
の内容が本検討会議の検討対象 

※ EDI情報欄以外の項目に、既に代替
可能と思われる項目が存在する 

【EDI情報欄】は、1つ
の【仕向情報】対して
支払企業が設定した
件数分付与されます。 

管理上利用
する項目 

最低限必要
な項目 

ディスカッション・ペーパー 
決済電文の構造（イメージ）について ③入出金取引明細（Camt）の例 

決済電文の構造は、下記のような階層構造となっています（入出金取引明細（Camt）の例）。 
2014年度に実施した共同実証に基く想定では、「○最低限必要な項目」 について、EDI情報欄以外の決
済電文（被仕向情報、仕向情報）上に、既に代替可能と思われる項目がいくつか存在します。 
 

これら全体で1つの決済電文（入出金取引明細／ISO20022_Camt）となります。 
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ディスカッション・ペーパー 
代替候補案の採否に関する論点について 

<5> 

１．受取人企業名 
   受取企業は、入金される口座番号に対応した「口座名」を取得可能です。受取企業において、当該情報 
   により「受取人企業名」の代替が可能であれば、EDI情報欄への「受取人企業名」の設定は不要と思われ 
   ます。 

２．支払人企業名 
   受取企業は、「振込依頼人名」を取得可能です。また「○最低限必要な項目」として「支払人企業法人 
   コード」を取得可能とした場合と合わせて、受取企業において、当該情報により「支払人企業名」の代替が 
   可能であれば、EDI情報欄への「支払人企業名」の設定は不要と思われます。 

３．支払合計金額 
   受取企業は、「金額」、「取引金額」を取得可能です。受取企業において、当該情報により「支払合計 
   金額」の代替が可能であれば、 EDI情報欄への「支払合計金額」の設定は不要と思われます。 

４．支払日時 
   受取企業は、「勘定日」、「起算日」、「預入・払出日」を取得可能です。受取企業において、当該情報に 
   より「支払日時」の代替が可能であれば、 EDI情報欄への「支払日時」の設定は不要と思われます。  

【代替候補案の採否に関する論点】 

代替候補案の採否に関する論点を以下に示しますので、ご検討をお願いたします。 

上記4項目について、代替候補案による代替が可能の場合は、EDI情報欄への設定は不要と思われます。 
また、今回整理案と代替候補案の意味合いが異なる等の理由により、代替不可の場合においても、「○最
低限必要な項目」の取扱いとするかについても合わせてご検討をお願いいたします。 
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Payment Information 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Credit Transfer  
Transaction Information 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ISO20022 
Pain.001.001.03 

 
 

Group Header 

Supplementary Data 

メッセージの宛先 など 

振込先情報、 
振込金額 など 

振込元情報 など 

備考欄 

振込情報（複数可） 

ディスカッション・ペーパー 
（参考）共同実証時のマッピングについて（Pain⇔総合振込） 

ヘッダーレコード 
「仕向情報」 

データレコード 
「被仕向情報」 
（複数可） 

トレーラレコード 
（合計情報） 

エンドレコード 

全銀フォーマット 

総合振込 

Remittance Information 

Creditor Account  

Creditor 

Creditor Agent 

Amount 

Payment Identification 

● 
● 
● 

Ultimate Debtor 

Debtor Account 

Debtor 

Requested Execution Date 

Payment Information Identification 

Unstructured 
最長140桁文字列 
（複数可） 

共同実証では「Unstructured」を
EDI情報欄に使用しました。 
商用サービスにおいても本項目が使
用される場合、本検討会議で整理さ
れるEDI情報欄の設定内容（「管
理上利用する項目」、「最低限必要
な項目」等）は、Pain上のこの箇所
に設定することになると思われます。 

2014年度に実施した共同実証においては、下記の内容でXML/ISO20022ーPainと総合振込（全銀
フォーマット）とのをマッピングを行いました。なお、商用サービスにおけるマッピングについては、今後銀行界に
て検討が進められるものと存じております。 ※緑字は、代替候補案に関するマッピング箇所 

Name 

Name 

InstructedAmount 
受取人名 

取組日 
振込依頼人名 

振込金額 

<6> 
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Notification 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Entry 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ISO20022 
Camt.054.001.02 

 
 

メッセージの宛先 など 

振込元情報、 
振込金額 など 

振込先情報 など 

備考欄 

振込情報（複数可） 

ディスカッション・ペーパー 
（参考）共同実証時のマッピングについて（Camt⇔振込入金通知） 

ヘッダーレコード 
「被仕向情報」 

データレコード 
「仕向情報」 
（複数可） 

トレーラレコード 
（合計情報） 

エンドレコード 

全銀フォーマット 

振込入金通知 

● 
● 
● 

Transaction Summary 

Account 

From To Date 

Creation Date Time 

Identification 

Transaction Details 
 
 
 
 
 
 

Related Parties 

Related Agents 

Remittance Information 

● 
● 
● 

Amount 

Entry Reference 

Booking Date 

Value Date 

Group Header 

Supplementary Data 

Unstructured 
最長140桁文字列 
（複数可） 

2014年度に実施した共同実証においては、下記の内容でXML/ISO20022-Camtと振込入金通知
（全銀フォーマット）とのをマッピングを行いました。なお、商用サービスにおけるマッピングについては、今後銀
行界にて検討が進められるものと存じております。 ※緑字は、代替候補案に関するマッピング箇所 
 

Date 

Date 

Name 

Debtor Name 

口座名 

振込依頼人名 

金額 
勘定日 

起算日 

<7> 

共同実証では「Unstructured」を
EDI情報欄に使用しました。 
商用サービスにおいても本項目が使
用される場合、本検討会議で整理さ
れるEDI情報欄の設定内容（「管理
上利用する項目」、「最低限必要な項
目」等）は、Camt上のこの箇所に設
定されることになると思われます。 
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